
目指す将来像と現状のギャップと課題

本県の建設投資、建設業者数、就業者数の推移

建設業就業者の年齢構成の推移

出典：総務省「労働力調査」、国勢調査（群馬県数値）

社会資本の整備と維持管理の担い手であるとともに、地域の安全・安心の守り手として

欠くことができない建設産業の健全な発展に向け、働き方改革や現場の生産性の向上、さ

らには魅力の発信に取り組み、担い手の安定的かつ持続的な確保・育成を支援します。

今後10年間の取組の方向性

本県の建設投資額や建設業者数は、ピーク時から大幅に減少しており、建設業就業者数も

ピーク時（平成７年度国勢調査）から30％減少しています。また、全国平均よりも、就業

者の高齢化率が高く、若者（29歳以下）の割合が低くなっています。

今後、生産年齢人口が減少する中で、限られた人材によって社会資本の効率的・効果的な

整備や維持管理を図っていく必要があります。

就業者の減少や高齢化が進行する建設産業１

出典：建設投資額 建設総合統計年度報（国土交通省）

第
2
部

基
本
計
画
編

9,378者

10,994者

7,463者
89,255人

102,525人

71,606人 71,056人

0

20

40

60

80

100

120

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

61 62 63 元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 元

建
設
就
業
者
数
・
許
可
業
者
数

建

設

投

資

額

（億円）

（年度）

公共投資のピーク(H7)

ﾋﾟｰｸ時比 ▲32%

（業者数：百業者、就業者数：千人、労働生産性：円／人・時間）

労働生産性
(4,300円/人・時間)

労働生産性
(5,290円/人・時間)

県土整備部予算のピーク(H9)

労働生産性
(12,298円/人・時間)

ﾋﾟｰｸ時比 ▲31%

民間投資額(億円)

公共投資額(億円)

建設就業者数(千人)

許可業者数(百業者)

労働生産性（円/人・時間）

(建設投資/建設業就業者数・労働時間)
＊

ﾋﾟｰｸ時比
全体：▲45%
民間：▲53%
公共：▲38%

建設投資のピーク(H3)
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女性による環境すみずみパトロール

方策１

長時間労働の是正取組１

(１) 週休２日制現場の導入

建設産業をより魅力あるものにし、将来の担い手となる若手技術者や女性技術者を確保す

るため、週休２日制モデル現場の試行など、労働環境の改善に向けた取組を支援します。

(２) 適正な工期設定

現場技術者や下請けの社員、技能労働者などを含めた建設工事に従事する全ての人たちが

工期に追われ、時間外労働上限規制に抵触するような長時間労働を行うことがないよう、建

設工事従事者の休日確保（週休２日等）や天候による作業不能日などを加味した適正な工期

を設定します。

現場の処遇改善取組２

(１) 建設キャリアアップシステム※の活用促進

技能者が能力や経験に応じた処遇を受けられる環境を整備し、将来にわたって建設業の担

い手を確保するため、技能者の資格、社会保険加入状況、現場の就業履歴等を業界横断的に

登録・蓄積するシステムの活用を促進します。

レベル1

レベル2

レベル3

レベル4

【目安】
初級技能者

（見習いの技能者）

【目安】
中堅技能者

（一人前の技能者）

【目安】
職長として現場に
従事できる技能者

【目安】
高度なマネジメント
能力を有する技能者

（登録基幹技能者等）

経験（就労日数）
知識・技能（保有資格）
マネジメント能力
（登録基幹技能者講習・職長経験）

技能者の能力評価の対象
技能者の能力評価
基準に合わせて
カードを色分け

建設キャリアアップシステムに
より、客観的に技能者の能力を

評価することが可能
建設キャリアアップシステムに登録した技能者に対し、個別
に配布されるキャリアアップカードをレベルに応じて色分け

(注)カードのカラーはイメージ

(２) 若手技術者・女性技術者の働きやすい環境の整備

若手技術者・女性技術者が働きやすい職場にしていくことで、現場の環境や建設産業のイ

メージ、仕事の進め方に変化をもたらし、性別・年齢を問わず意欲のある担い手の確保・育

成につなげる現場環境の改善に取り組みます。

建設キャリアアップシステムのイメージ

快適トイレ※

パトロール実施状況全景 内部
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※ 用語の意味については、Ｐ144～Ｐ151の用語解説をご覧ください。

(３) 外国人材の活用

建設分野の深刻な人材不足を解消するため、今後増加が見込まれる外国人材活用に向けた

受入れ環境の整備を進めるとともに、受入れの円滑化及び適正化に取り組みます。



方策２

地域にあったＩＣＴ※技術の活用促進取組１

(１) ＩＣＴ活用工事による作業プロセスの効率化

公共工事における作業プロセスの効率化による、建設現場の生産性向上を図るため、ＩＣ

Ｔ技術の積極的な活用を促進します。測量から施工・検査に至る全てのプロセスにおいて、

ＩＣＴ技術を全面的に活用する「ＩＣＴ活用工事」などに取り組みます。

(２) 非接触・リモート型の働き方への転換

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止や、受発注者双方の業務効率化による更なる建設

現場の生産性向上を図るため、現場で撮影した映像や音声をインターネットによりリアルタイ

ムで配信し、遠隔で現場確認などを行う「建設現場のWeb監督」を新たに導入します。

建設現場のWeb監督のイメージ

【建設現場（受注者側）】【県庁・地域機関（発注者側）】
パソコン等により、配信映像を視聴して現場状況を確認 受注者がカメラ等で撮影した映像や音声を配信

ドローンによる写真測量
等により、短時間で面的(高
密度)な3次元測量を実施

測 量 設 計

3次元測量データ(現況地
形)と設計図面との差分か
ら、施工量(切り土、盛り
土量)を自動算出

3次元設計データに基づ
いて、オペレータをアシ
ストする建設機械による
施工

施 工 検 査

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

従
来
方
法

ドローン等による3次元測量
3次元測量データによる

設計・施工計画 ＩＣＴ建設機械による施工 検査の省力化

人手による測量 紙図面から施工量算出
丁張り※設置とオペレータの

熟練度に頼った施工 書類による検査

ＩＣＴ技術の活用

測量の実施状況

建設現場の生産性向上
出典：国土交通省データを加工して使用

平面図 膨大な書類丁張りに合わせて施工

設計図に合わせ丁張設置

【現場の声】ＩＣＴ活用工事の施工速度は、従来方法と比べると２～３倍程度向上

ドローン等による3次元
測量を活用した検査等によ
り、出来形の書類が不要と
なり、検査項目が半減

ＩＣＴ活用工事のイメージ
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※ 用語の意味については、Ｐ144～Ｐ151の用語解説をご覧ください。



基準や施工方法の改善による生産性向上取組２

コンクリートの流動性向上やコンク

リート二次製品の活用など、コンク

リート工事などの生産性向上に取り組

み、作業員一人ひとりの作業負担の軽

減や効率的な工法による現場作業の省

力化・工期短縮を図ります。

施工時期の平準化取組３

年間を通した計画的な工

事の受注や人員配置、資機

材調達など、建設業者の経

営の安定化に向けて、月当

たり施工量が平準化される

よう発注計画の策定・公表

を行います。あわせて、｢フ

レックス工期※｣や「余裕工

期※」の活用により、受注者

の観点からの施工時期の平

準化を支援します。

月当たり施工量の平準化イメージ
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※ 用語の意味については、Ｐ144～Ｐ151の用語解説をご覧ください。

①資材の品質確保

②品質管理業務の簡素化

③材料確認業務の簡素化

新規入職促進 定着促進

小学生・中学生 高校生・大学生 若手技術者 女性技術者

週休２日制現場の導入・適正な工期設定

建設キャリアアップ
システム※の活用促進

女性技術者と女子高校生と
の意見交換会

快適トイレ※

群馬県型側溝承認

発注計画の策定・公表、フレックス工期・余裕工期の活用

インターンシッププログラム

生徒・保護者への説明会

体験型現場見学会

企業・就職情報誌
の作成・配布

工事銘板※設置

長期間労働の是正

現場の処遇改善

地域にあったICT※技術の活用促進

基準や施工方法の改善による生産性向上

施工時期の平準化

多様な広報の展開

環境すみずみパトロール

ICT活用工事

リブランディングの推進

建設産業の魅力を伝える

【参考】世代別・対象者別の主な取組

イベントの開催 動画の配信

取組事例：群馬県型側溝の承認



方策３

多様な広報の展開取組１

(１) インターンシッププログラムの実施

建設産業の仕事の魅力ややりがいを伝えるため、土木系高校・大学生・高専生を対象とし

た学校実習や企業実習の取組、中学生を対象とした職場体験学習の取組を推進します。

(２) 生徒・保護者への説明会の開催

県内の建設業、測量設計業、公務員などの就業状況

や仕事の魅力、やりがいを伝えるため、県内の土木系

学科を有する高校において、２年生の生徒と保護者を

対象に、県、建設業協会、測量設計業協会の３者で説

明会を実施します。

高校生のインターンシップ

学校実習(鉄筋・型枠実習) 企業実習

説明会開催状況

中学生のインターンシップ

生徒・保護者への説明会

(４) 企業情報誌・就職情報誌の作成・配布

大学生や高校生等の県内建設関連企業への就職を支

援するため、県内にどのような建設関連企業があるか、

さらには、採用人数、職種、初任給などを掲載した情

報誌「群馬県建設関連企業ガイドブック」を建設産業

団体連合会等と連携し、作成・配布します。

(５) 体験型現場見学会の開催

園児から大学生までを対象に、社会資本の役割や

重要性、建設業の魅力ややりがいを伝えるため、体

験型の工事現場見学会を開催します。

現場見学会の開催状況

建設機械操縦体験(保育園児)ドローン操作体験(小学生)ICT※建設機械見学(高校生)

(３) 女性技術者と女子高校生との意見交換会の開催

女性でも建設産業で活躍できることを実感してもら

い、卒業後の進路として建設産業で働くことを選択す

るきっかけとなるよう、県内建設系学科の女子高校生

と建設産業で活躍している女性技術者との意見交換会

を開催します。

女性技術者と女子高校生との意見交換会

意見交換会開催状況

職場体験学習(土嚢製作体験)
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※ 用語の意味については、Ｐ144～Ｐ151の用語解説をご覧ください。

群馬県建設関連企業ガイドブック



(２) 建設産業の魅力を伝える動画の配信

将来を担う子どもたちや、その保護者に

も興味を持ってもらうため、土木施設や建

設現場で活躍する技術者を紹介するテレビ

番組の制作・放映や動画配信を通じ、建設

産業の役割や魅力を広く伝えます。

リブランディング※の推進取組２

(１) 土木構造物への「工事銘板※」の設置

構造物名や適用基準を記載し将来の維持

管理を容易にするとともに、技術者の功績

をたたえ、やりがいと意欲の向上を図るた

め、工事に携わった技術者名を記載した

「工事銘板」を設置をします。

工事銘板

動画の配信

工事銘板設置状況

イベントの開催

(３) 建設産業の魅力を伝えるイベントの開催

将来を担う子どもたちや、その保護者にも興味を持ってもらうため、建設産業の仕事や

役割だけでなく、その楽しさや魅力を知っていただくイベントや活動を展開します。

動画イメージ
(アッと! 驚く ぐんまのヒミツ)    開催状況(土木の日)

建設産業の｢誇り｣、｢魅力｣、｢やりがい｣の向上に向け、｢社会資本の整備と維持管理

の担い手｣、｢地域の安全・安心の守り手｣として、建設産業の役割を関係者で共有する

とともに、社会に対して提供する建設産業の新たな価値を明確化し、情報発信等に取り

組みます。
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※ 用語の意味については、Ｐ144～Ｐ151の用語解説をご覧ください。

ＳＤＧｓの関連目標

【関連ターゲット】
4.4 2030年までに、技術的、職業的スキルなど、雇用、働きがいのある人間らしい仕事及び起業に必要な
技能を備えた若者と成人の割合を大幅に増加させる。

１０年後の姿（取組による効果）

群馬県が
こんなに

良くなるよ！

【関連ターゲット】
5.b 女性の能力強化促進のため、ICTをはじめとする実現技術の活用を強化する。
5.c ジェンダー平等の促進、並びに全ての女性及び女子のあらゆるレベルでの能力強化のための適正な政策
及び拘束力のある法規を導入・強化させる。

【関連ターゲット】
17.17 さまざまなパートナーシップの経験や資源戦略を基にした、効果的な公的、官民、市民社会のパー
トナーシップを奨励・推進する。


